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●はじめに  

皆さん、こんにちは。ご紹介いただきました観光庁の井手と申します。どうかよろし

くお願いします。今日はこのような大勢の関係者の前で「最近のインバウンドの動向と

政策」ということで、外国人の観光客、あるいはビジネス客の呼び込みという話をでき

ることを大変光栄に存じます。大変ありがとうございます。 
海事・観光立国フォーラムということで、たまたま偶然なんですが、さっき小幡会長

からご紹介いただきましたが、今、観光庁におりますが、直前まで海事局の局長をやっ

ておりまして、そういう意味では、海事・観光立国ということで偶然とは言え、大変あ

りがたい機会だと思っております。もう１つ中身の真面目な話をする前に、ちょっと私

事で恐縮ですが、私は対岸の四国の愛媛県の出身でございまして、神戸というのは、私

自身にとって、まだ物心がつくかつかないぐらいの頃に、一番最初に国際海事、あるい

は観光を初めて経験した大変思い出深い町であります。先程ちょっと市長さんのほうか

らも瀬戸内クルーズの話がございましたが、私どもが子どもの頃というのは、特に幼稚

園の頃というのは、まだ新幹線もなく、神戸あるいは大阪に来るのは関西汽船という船

に乗って来るのが当たり前の時代でございまして、本当に幼稚園に上がる前ぐらいの頃

に、親父に連れられて夜に今治の港を出ますと、朝早く神戸に着くわけでございますが、

とにかく鮮明に覚えているのは、神戸の港の外で、いわゆる沖待ちをしている大きな外

国の貨物船がいっぱい錨を下ろして、港に入らんとしてずっと待っている朝の姿でござ

います。 
そのときはアメリカの国旗だけじゃなくて、初めてリベリアという国があるというこ

とも親父に教わりましたし、そういう意味で国際海事の最初の眼を開いていただいたの

が神戸の港であります。また当然のことですが、観光と言いますか、子どもながらに宝

塚であれ、何であれ、とにかく広い観光のディスティネーションを教えてもらう最初の

ゲートウェイが神戸市でありました。そういう意味で、今日の海事・観光の両方の分野

について、皆様方と色んな最近の状況を共有できるということは、本当に個人的にも大

変嬉しいと思っております。 
 前置きが長くなりましたが、今日は若干資料を多めに用意しております。内容的に

は細かすぎるところもございますので、端折りながらお話しますが、また何か今後の皆

様方のお仕事なり、あるいは研究の分野にお役に立つものがあればご参照いただきたい

と思って少し多めに作ってございますが、今日は資料が、例によって役所が作りますと

随分パワーポイントがパワーポイントにならない位、ポイントレスなぐらい細かい字が

一杯入っていますので、一応ここにスライドショーを出してはいますが、できましたら

見えない部分が多いと思いますので、お手元のハードコピーのページ数を申し上げます

ので、適宜ご参照いただければと思います。 
最初は今日お話しする内容をかいつまんで目次を示してございますが、今年の春に観

光立国推進基本計画第二期目の５年計画ができております。そういったものを中心に全

体のお話を申し上げた上で、２番目にインバウンド、日本に来るお客さんの現状をお示

ししたいと思っております。その後、こういったインバウンドが、去年の東日本大震災

の結果相当ダメージを受けましたが、その回復に向けた取り組みを３番目にお話しした

いと思います。４番目は、インバウンドを回復からさらに伸ばしていくための今後の取

り組み等についてお話をさせていただきます。最後になりますが、何と言っても神戸で

ございますし、海事のテーマも今回のフォーラムの大きなテーマでございますので、訪

日クルーズについてのお話を最後にさせていただきたいと思っております。 



●観光行政を巡る動きと新たな観光立国推進基本計画  

～観光行政をめぐる最近の動き～  

それでは２ページ目をご覧ください。これは今までの歴史でございますが、ビジッ

ト・ジャパン・キャンペーンというのが始まったのは、平成 15 年でございます。その

前まではインバウンドに対する本格的な取り組みは、まだ今のようには力強くなされて

いない状態でございましたが、平成 15 年以降、観光、とりわけインバウンドが日本の

成長戦略の柱の中に入ってきております。今現在はここに書いてございませんが、もう

近々日本の再生戦略というものを政府全体で決める予定になっておりますが、この中で

実は柱が 11 本ございます。大黒柱的なものが 11 本ございますが、その大黒柱的なも

のの 11 本の中の１本が観光ということで、かなりの内容をその中に書き込む予定にな

ってございます。３ページをご覧下さい。 

 

～新たな観光立国推進基本計画の特徴～  

今、第二期目の観光計画推進基本計画がこの春に決定されまして、５カ年計画の第二

期目に入っているわけでございますが、ここのテーマは赤字で真ん中あたりに書いてお

ります「観光の裾野の拡大と観光の質の向上」ということでございまして、もちろん後

でお話ししますようにインバウンドの数を増やしていくということで、裾野の拡大が当

然大事なわけでございますが、併せて質の向上ということで、これから同時に質の向上

を図っていこうということを大事なテーマとして定めております。最近も NHK で若干

問題提起の報道がされておりますが、特に中国からのインバウンドの旅行の質が悪いの

ではないかと、かなり内容的に問題があるのではないかという形の報道がされておりま

す。これについて私どものほうもインタビューを受けておりますが、やはり裾野の拡大

をしないと質の向上を図れないというのが１つあって、何と言ってもやはり山の裾野が

拡がれば拡がる程、山の高さも高くなるわけでございますので、昭和 40 年代、あるい

は 50 年代当初の日本の旅行者、アウトバウンドのパッケージツアーのことを考えると、

本当にそういうふうな感がいたします。 
そういう意味で、裾野の拡大を同時に図らないと質の向上も図れないと。もう一方で、

質の向上の意識を常に持ってやっていかないと、なかなか質は向上しないというのもま

た事実でございまして、そういう意味では、最近中国の大手のオンラインの旅行社の幹

部等とも話し合いをしておりますが、この辺の質の向上ということを中国の旅行社も、

実は全く意識していないわけではなくて、こういった点について問題意識を持ち始めて

いるということもございますので、こういったところを中国の旅行会社に対しても色々

アドバイスなんかをしながら、質を上げていくということを同時に考えていかなくては

いけないというふうに思っております。それと今回は、一番下にございますように基本

的な方針として「震災からの復興」ということを１つ柱に入れております。４ページを

ご覧下さい。 
さっきの質の向上と併せて、指標面でも満足度の指標というのを、数値目標の中に今

回は新しく入れさせていただいております。そして４ページの真ん中あたりに書いてお

りますが、そのために行うべき具体的な施策ということで、「観光地域づくりのブラン

ド化」。このブランド化と言いますのは、今までややもすると観光地域のグレードを上

げるための地域指定という仕組み、観光圏整備法という法律がございましてやっており

ますけども、一回指定してしまうとそれで終わってしまうという傾向がございますので、



このブランド化に向けて、言ってみれば、たゆまず努力する、あるいはそれをちゃんと

評価してチェックをしていく、そういった仕組みを新しく入れていこうということで、

従来型の観光地域づくりの一歩更にバージョンアップを図りたいということで、「ブラ

ンド化」ということを書いてございます。 
 それから「オールジャパンによる訪日プロモーション」。これはプロモーションを今

まで以上に組織だった、しかもオールジャパン、大使館あるいは民間の企業の方々等々

と一緒になってやっていこうということ。しかもそれをプログラム化してやっていこう

ということを書いてございます。それから３番目は、国際会議－MICE（Meeting, 
Incentive, Convention or Congress, Event or Exhibition）でございます。これは市長

さんからも、先程 MICE の強化についての必要性のお話がございました。神戸はまだ

色んな都市の中でも、この取り組みの力が強い都市だと思っておりますが、それにしま

しても日本全体で見ますと、やはり私どもなり観光庁なり、あるいは国際観光振興会

―JNTO（Japan National Tourism Organization）を共にでございますが、まだまだ

力不足であることは否めません。力不足であり、またこれも残念ながら 21 世紀になっ

て先程のビジットジャパンキャンペーンが行われ始めてからも、この MICE の分野に

力が完全に入ったかというと、なかなか力の入れ方が足りなかったんではないかという

ことで、レベルがまだまだ他の諸国と比べると弱いということを反省しながら、ここを

強化していこうというふうに思っております。 
 それから休暇改革の推進ということ。これは特に有給休暇の取得率が 50％を切って

しまっておりまして、これを何とか、強制できない分野ではございますが、有給休暇を

増やしていくというふうな取り組みを地道にやっております。というようなことで基本

計画のポイントをお話しいたしました。 

  

～観光立国推進基本計画：観光立国の実現に関する目標～  

5 ページに、先程申し上げた数値目標がございます。国内の旅行消費額、一番目にご

ざいますように、これを５年間で 30 兆円にまで持っていく。25 兆円が最近の数字でご

ざいますが、この数字は全体として実は横ばい、あるいは見方によっては低減しており

ます。特に、国内旅行の消費額が横ばい、あるいは低減傾向にございますので、むしろ

今はシェアが少のうございま

すが、訪日外国人の旅行消費額、

これをほぼ倍増して目指して

いこうという目標でございま

す。 
 それから２番目の訪日外国

人旅行者数、これが一番肝にな

る数字でございますが、これは

５年間で 1,800 万人というこ

と。これは後でお話し申し上げ

ますが、今までの最高の数字は

861 万人、2010 年の震災前の

年でございます。これに比べて

５年後、2016 年までに 1,800
万人というのは、かなりある意



味では野心的な数字だとは思いますが、この数字に向けて頑張っていきたいというふう

に思っております。それから先程申し上げた満足度を新しく付け加えてございます。 
それから国際会議の開催件数、これは先程の MICE のところで申し上げたように、

実は大変日本の取り組みはまだまだ弱いわけでございますが、実は数字の上でだけで見

ますと、一見いい数字が出ていると、世界でもトップ３に入っているという数字が出て

おりますが、これはちょっと統計が、私は個人的に見るとこの統計を使っていること自

体がおかしいと。すみません、閣議決定後に言うのもおかしいんですが、思っておりま

して、この数字で見ればこういうことかもしれませんが、もっと競争をしながら会議の

誘致を図っているという別の数字を見ると、まだまだ日本は十数位ぐらいだと思ってお

ります。また違ったデータも本当は併せて使っていかなきゃいけないというふうに思っ

ていますが、いずれにしても国際会議―MICE の取り組みは、抜本的に強化することが

必要かと思っております。そして日本人のアウトバンドは 2,000 万人というようなこと

を書いてございます。ここで全体の計画でございますが、２枚程めくっていただきまし

て、７ページでございます。インバウンドの現状をお話しさせていただきます。 

 

●訪日旅行者及びインバウンド市場の現状  

～国内における旅行消費額及び外国人旅行者受入数の国際比較（平成 22

年）～  

先程ちょっと触れました消費額でございますが、訪日外国人旅行のシェアは、先程見

たように少のうございます。ここを３兆円ぐらいまで持ってこようということでござい

ますけれど、下のちなみにご参考までに付加価値誘発効果 25 兆円、対 GDP 比で 5.2％
というところをご注目下さい。色んな計算の仕方があって、必ずしも手法が同じわけで

はないので一概には比較できませんが、世界ではこの数字は平均が９％台というふうに

言われております。これは WTTC（世界ツーリズム評議会）が、オックスフォードエ

コノミックスに委託をした調査の結果なんでございますが、９％台。そのオックスフォ

ードエコノミックスの計算のやり方でいうと、この 5.2 というのが６％位までに上がる

んですけれど、それにしても約３分の２しか観光産業が寄与していないということでご

ざいまして、また逆に言えば、まだまだ伸び代があるということではないかというふう

に思っております。同じく伸び代があるという意味では、日本のインバウンドの受入れ

数は、まだ世界で 30 位ということでございまして、アジアでも８位ということでござ

いますので、これも劣等生の地位に甘んじることなく、逆に言えば努力すればどんどん

まだ伸びて行く、伸び代があるということだというふうに考えるべきだと思っておりま

す。 
 

～訪日旅行者数の推移～  

８ページでございますが、これはここ十数年程の訪日外国人の数の推移を見ておりま

す。2010 年の 861 万人まで比較的順調に伸びてきておりますが、2009 年はリーマン

ショックとそれから鳥インフルエンザの影響があった結果、落ち込んだ年でございます

が、2011 年の大震災の後は、この 2009 年の落ち方よりも激しい落ち込みを示してお

るということが見ていただくとお分かりになると思います。2012 年に入りましてから

は、今まで５月までの数字の統計がとれておりますが、全体として５ヵ月間で 2010 年

と比べて、2011 年と比べてもしょうがありませんので、2010 年と比べて今年の５月ま



での数字は 4.6％減ということでございますので、帰ってきていると言えば戻ってきて

いますが、まだ完全に戻り切っていないという現状であろうかと思います。 

 

～国・地域別訪日外国人旅行者の割合～  

９ページから国毎の旅行者の

割合。ご案内の通り、韓国がまだ

一番シェアが多くて 26％、それ

に次ぐ中国、そして台湾、その次

がアメリカ、そして香港という順

番で、この５つの国地域でトップ

５を占めております。後でちょっ

と見ていただきますが、この傾向

を更に、多分中国のほうがどんど

ん増えて、それを増やしていかな

くてはいけないということでご

ざいますので、この辺が次の韓国

をいずれ追い抜くであろうとい

うことは思っております。 
 

～2012 年５月の訪日外客数（推計値）東日本大震災による外国人  

訪日旅行の落ち込み～  

 10 ページを見ていただきますと、先程の震災からの回復の状況でございますが、残

念ながら、まだ韓国が一番落ち込みが大きゅうございます。10 ページの右の伸び率を

見ていただきますと、５ヵ月間のこの５月までの対前々年比、2010 年比でマイナス 4.6
と先程申し上げましたが、その中でまだ一番影響が大きいのは、韓国マイナス 18.9 と

いうことで、韓国が先程見ていただいたように最大のお得意様でございますので、ここ

の戻りが一番悪いというのは全体として足を引っ張っているということが言えると思

います。 

 

～訪日外国人旅行者の都道府県別の宿泊動向（宿泊統計）～  

飛ばしていただいて 13 ページまでスキップいたします。13 ページ、兵庫県、あるい

は大阪をちょっと見ていただきたいと思いますので、13 ページの訪日外国人の都道府

県別の延べ人泊でございますが、宿泊動向を見ていただきますと、大阪が２番で、京都

が５番目でございますが、残念ながら兵庫県はまだ 12 番目に位置しております。とい

うことで、この関西の三府県、合わせますとかなりの数字になりますが、それでもまだ

残念ながら東京には追い付かないかなというふうな状況でございます。あとは 13 ペー

ジの右下は、国別の延べ人数の推移を書いてございます。ちなみに平成 22 年の水色の

ところですが、見ていただきますとお分かりの通り、韓国よりも中国のほうが人泊で見

ると多いということで、韓国の場合、数は多いのですが、宿泊数が日本で少ないという

傾向がございますので、人泊にすると中国の方が韓国を抜くという数字が出ているのが、

お分かりいただけると思いますし、またアメリカはまだ絶対数で言えば５位でございま



すが、見ていただいて分かりますように、22 年の水色の数値はかなり高いところを示

しております。アメリカはそういうことでアメリカ人も日本に来ると宿泊日数は多いと

いうことが言えるかと思います。 
それから 14 ページが宿泊県の戻り具合でございまして、これも 14 ページの右側の

ほうが前々年度別で比べていますので、細かい数字ばかりで見づらくて申し訳ないんで

すが、総じて西高東低ということで、西のほうが戻りが多く、東日本の戻りが悪いとい

うことが、東京も含めて戻り方は悪いということだと思いますが、残念ながら兵庫県は

ちょっと関西地方の中でも戻りが悪いのが気になるところでございます。以上が現状で

ございまして、こういった形で大分回復はしてきているんですが、回復に向けて、どの

ような取り組みをしてきたかということを 16 ページ以降でお話をさせていただきます。 

 

●震災後の訪日旅行需要の拡大に向けた取組  

～訪日需要回復に向けた震災後の取組～  

16 ページは簡単に申し上げま

すと、去年の３月地震が起こった

後、まず最初は、情報発信に努め

ました。その後５月からはメディ

アと旅行会社に訴えるというこ

とで、いわば B to B（Business to 
Business）を中心にステップ２

ということで、対応をいたしまし

た。そしてステップ３でございま

すが、去年の秋から始めて本格的

に言わば B to C（Business to 
Customer）に取り組んだという

のがこの１年間の経緯でござい

ます。 

 

～「JAPAN.Thank You.」キャンペーン～  

そして 17 ページを見ますと、今年の春には Japan. Thank You キャンペーンという

ことで、大々的に震災復興の支援へのお礼を世界に発信しながら、併せて日本にお越し

下さいといったキャンペーンをいたしました。 
18 ページを見ていただきますと、ニューヨークの中心街でのこの模様が、Japan. 

Thank You キャンペーンの桜のラッピングをしたバスであるとか、あるいは町の中の

タワーのところに桜をあしらって、キャンペーンをしている様子が映っております。 

 

～福島第一原子力発電所からの距離と放射線量測定値～  

それから 19 ページを見ていただきますと、この数字はこれを見ると「ああ、そうで

すか」という外国人も多いので、時々これの英語とか中国版、あるいはハングル版で

NHK ワールドのほうでも放映しておりますが、ちょっと見ていただきますと、右の福



島県の拡大図がございます。原発が赤い点でございますが、例えば原発の南側のいわき

市を見ていただきますと、これは放射線量のマイクロシーベルトパーアワーでございま

すが、0.10。それからちょっと西の方に行っていただいて会津若松も、0.10 というよ

うな数字が出ております。これは毎日更新しておりますが、大体 0.1 位でいわき市も会

津若松もずっと推移しております。 
それに比べますと、例えば左上の都市名のところで一番下にソウルがございますが、

これは 0.108 と、大体これを毎日モニターしていますと、必ず大体ソウルのほうが会津

若松とかいわきよりもやや上めの少し多い数字でずっと推移しております。別に悪口を

言うつもりはございませんが、香港を見ていただくと、香港は 0.150 位のところまでい

くこともあるということでございまして、端的に言って、福島県の中でも原発より南の

地域というのは、ソウルあるいは香港並み、あるいはそれよりも少ない放射線量である

ということ。ましてや福島県以外のところは、当然全国的に相当低い数字であるという

ことを発信しておりますが、この数字を初めて見るとかなり結構驚く方が多いんですが、

特に韓国の方に見せると、驚いた上で「いや、数字の上では分かりましたけれど、なか

なか消費者の気持ちが数字に付いていかない」というふうな言い訳をよくされますけど

も、こういったことを常に発信していくことが必要だろうというふうに思っております。 
 

～韓国に対する風評被害対策～  

20 ページはそういうことで、韓国の風評被害ということで、対策ということで国交

省の室井政務官のほうからも最近も福島の渡航自粛制限の見直しとか、あるいは航空便

の再開とかを働きかけておるところでございます。またその右側にありますように、韓

国の LCC（Low Cost Carrier）とタイアップをいたしまして、最近キャンペーンを強

化しているということでございます。 

 

～東北・北関東インバウンド再生緊急対策事業～  

21 ページは、もう少し全般的な東北・北関東全体のインバウンドのための緊急リカ

バリーのための色んな諸々作業を書いてございます。すみませんが、大変神戸あるいは

関西の方には申し訳ありませんが、今、東北・北関東だけを重点的にこういった事業を

やっております。もちろん神戸、関西地方は従来通りの取り組みは継続して強化してご

ざいますが、プラス αとして東北・北関東について、こういった緊急対策事業をやって

いるということをご紹介いたします。22 ページは、最近の近畿運輸局関係のビジット

ジャパンの地方連携事業ということで、こういった形のものはこれからも引き続きしっ

かりと取り組んでいきたいというふうに思っております。 

 

●訪日旅行者増加に向けた国の取組と今後の展開  

～拡大する北東アジア・東南アジアの国際観光市場における訪日旅行  

促進事業～  

24 ページ以降が、今後の取り組みでございますが、24 ページをちょっと見ていただ

きますと、今、世界の国際観光マーケット、大体 10 億人程度の移動でございます。こ

の 10 億人の中で、この黄色がアジアでございますが、もちろんまだ一番下のヨーロッ



パの数字が絶対的には多いわ

けでございますが、見ていただ

く通り、UNWTO（世界観光

機関）の予測でも一番伸び率が

高いのはアジアということで、

黄色の部分が急速に増えてい

くということでございます。と

いうことで、これは今年度のこ

れからの取り組みを含めて、

25 ページにお示ししてござい

ますように、中核マーケットと

いうことで、何と言っても先程

来一番大きい５大市場、そして

その５大市場に加えて、これか

ら伸びていく、既に伸び始めて

いますが、これから力を入れなければいけないところを、例えばタイとか、マレーシア

といったところを含めて 13 市場、この辺を中核事業として位置付けて対応しておりま

すが、もう一方で緊急対策事業ということで、先程来申し上げたようなリカバリーのた

めの作業といったことをやっているということでございます。 
 

～日中国交正常化 40 周年記念 観光交流事業について～  

それから 26 ページは、今年のトピックということでお示ししておりますが、ご案内

の通り、今年は日中国交正常化 40 周年でございますので、この 40 周年を記念した新

しい日中の交流のためのコースというようなことを旅行会社のご協力を得て、日中双方

で作りまして、日中の新しいコースを体験していただこうということなども取り組んで

おります。関西では右下にちょっと書いておりますが、高野山の弘法大師・空海を偲ぶ

日中交流ということで、８月の下旬に空海が留学していた長安の青龍寺、ここを訪ねる

旅ということを中心に、今募集をしているところでございます。 

 

～オールジャパン訪日プロモーション（在外公館等、官民連携）～  

それから 27 ページからは、先程ちょっと申し上げましたが、オールジャパンという

ことで、今年度からは少し組織的に全員野球をしようということでございます。27 ペ

ージにございますのは、在外公館の連携。これは在外公館、大使館だけではなくて、そ

こにちょっとロゴが入っていますが、ジェトロとかあるいはご存知の方もおられると思

いますが、The Japan Foundation というのは、国際交流基金ということで、日本の文

化の交流を中心に、色々在外事務所を展開してやっているところでございます。それか

らまた自治体の国際化協会といった海外に事務所を持っているところは、これをそれぞ

れ単独にやるのではなくて、お互いにコラボレーションをして相乗効果を出しましょう

ということで、そういうことを既に合意をしておりまして、今年度も既に共同事業をや

っていこうということで、プログラムを今年度についてはもう既に作成済みでございま

す。 
28 ページは、これは民間の企業の方のお力もいただきたいということでございまし



て、当然のことながら、オールジャパンということで、色んなコンテンツがございます。

それから日本食もございます。あるいは日本文化、カルチャーの分野、そして当然のこ

とながら、一番右にございます色々な製品の海外展開等々があるわけでございまして、

そういった形で、様々な分野の産業が海外展開を当然しております。そういった海外の

展開している企業の方々のお力もいただきながら、そういった店舗あるいはレストラン、

またディーラーといった方々のお力も借りながら、日本がそういったものの言ってみれ

ば総本山です、ということで興味を持っていただいて日本に来ていただくと。こういっ

た取り組みを、これは最近始めたばかりでございます。現地ベースでも既に始まってい

て、例えば広い広州等でも、ちょっと企業名は差し控えますが、既に大手のスーパーの

現地法人が現地法人の店舗を使って、日本への観光の誘致等もやっていただいていると

か等々、既に始まっておりますが、今現在は現地ベースではなくて、本社ベースでこう

いったことを取り決めていただくということで、今色んな会社とご相談を始めていると

ころでございます。また関西の企業の皆様方におかれましても、ご協力をいただけるこ

とに興味をお持ちの向きは、是非ご協力をいただければありがたいと、この場を借りて

お願いを申し上げる次第でございます。 

 

～オールジャパンによる訪日プロモーションの実施～  

29 ページからちょっと見ていただきますと、今年から初めて取り組んでいるんです

が、それぞれのマーケット毎の年度目標を決めようじゃないかということで、例えば先

程の韓国は、風評被害がちょっと激しくて、ウォンも安いので、頑張りますがなかなか

2010 年までは戻らないんじゃないかということで、例えば 200 万人と。中国は頑張れ

ば 180 万位まではいくだろうというようなことで 180 等々、それぞれのマーケット毎

に年度の目標を立てるようにいたしました。そしてまた右側にございますように、その

マーケット全体を漠然とプロモーションしてイベントやってということではなくて、セ

グメントを少し分けて、そのマーケットの中の色々なデモグラフィックスとか、それか

ら収入とか、あるいはマーケットの中の地域とか、そういったものを少しセグメントを

細かく切って、それぞれのセグメントに対してフィットした対策をとっていこうという

ことをこの春に決めまして、実際こういった切り口から毎月、しかも JNTO と現地の

事務所を通じた現地の旅行会社、それで私どもといった形で、毎月この辺のフォローを

して、毎月定期的に次の月はどうやってやっていこうかということを中期的な目標だけ

ではなくて、きめ細かく対策を打っていこうというふうなことを、この春から始めたと

ころでございます。以上、同じことが 30 ページまで小さなマーケットまで含めて書い

てございます。 

 

～査証発給手続の迅速化・円滑化～  

31 ページはビザの発給の問題も、この辺は中国のビザを中心に書いてございますが、

団体ビザから個人ビザへということで、発給が少し段階的に緩和されてきたと。それか

らあとは去年の夏からは、沖縄に最初に行きますと数次ビザが出るということ。それか

ら７月の今月からは、被災した東北の３県を最初に訪れるのであれば数次ビザを出すと

いうふうな形で拡げております。その結果、相当沖縄は効いていまして、去年これを始

めてから相当ビザの発給数、あるいは訪日数が沖縄については大変増えているという効

果がもう既に出ております。あとはタイについても数次ビザの発給を始めております。



これは引き続き外務省も決して頑なにビザは絶対駄目と言っているわけではなくて、

徐々にではありますが、協力的にビザの発給についてその要件を緩和するというふうに

共同の作業をしていただいているところでございます。 
以上、ちょっとインバウンドの状況でございました。すみません、これから時間が余

り残りはないかもしれまんが、クルーズ船についてお話をいたします。 

 

●訪日クルーズ旅行の現状と取組  

～外国船社クルーズ船の日本寄港回数～  

33 ページをご覧下さい。先程市長のお話にもございましたが、九州がかなり増えて

おります。全体の数字が下にございます。今年は大体 450 隻位、外国のクルーズ船の

寄港回数が増えるだろうという

ことで、予測をしておりますが、

その結果、34 万人程度の乗客の

方がお見えになるのかなと。上の

シェアを見ていただきますと、

2005 年と 2012 年。一番左右を

見ていただくと、関西は実は数字

は増えているんです。22 回から

42 回ということで、ほぼ２倍に

なっているんですが、シェアはむ

しろ逆転、微減していると。11％
から９％と。これはもう既にお気

づきの通り、九州、沖縄以外の九

州。沖縄は元々ものすごく台湾の

寄港が多いわけでございますが、

九州の例えば福岡、長崎だとか、25 回から 196 回という大変驚異的な伸びを示してい

ます。その結果、九州のシェアは 42％まで急増というふうな状況になっております。

これが今日本全体の状況でございます。 
 

～外国船社クルーズ船寄港回数上位 10 港～  

34 ページに、港毎に寄港回数の上位 10 港であります。神戸のところを黄色くライン

マーカーを付けておりますが、神戸は若干上がったり下がったりということで、大体５

位前後のところを行っているということかと思います。先程申し上げた通り、博多、長

崎がぐんぐん増えておりまして、今年も博多は 60 回程度、長崎も 50 回以上の寄港が

予想されているところでございます。 

 

～平成 24 年度 VJ（Visit Japan）事業 クルーズプロモーションの取り

組み～  

35 ページでございますが、今年度のクルーズ船の寄港プロモーションの取り組みと

いうことで、分類してございます。来年のマイアミの Cruise Shipping Miami。今年も



出展しましたが、来年もここに出展をして、クルーズ船の誘致について取り組んでいく

と。これはまた関係の自治体の方々のご参加も得たいというふうには思っておりますが、

実はこの関係に加えて、最近大変嬉しいことでございますが、かなり大手のクルーズ船

の運航会社の社長さんとか、あるいは幹部の方々が、頻繁に私ども観光庁に来ていただ

けるようになっておりまして、かなりアジア全体についての興味が、中国が残念ながら

メインなんですけども、日本についても興味を示し始めていただいているということで、

大変手ごたえは感じております。従って、この Cruise Shipping Miami というのは、

もちろん他の国と競争して出展するということでございますが、それだけではなく招聘

関係と書いてありますように、キーパーソンの招聘ということを、幸い招聘しなくても

私の部屋に社長さんが来てくれる位なので、興味は持っているということでございます

から、これを更に積極的に招いていって、瀬戸内地区を含めてプロモーションをやって

いけばいいんじゃないかというふうに考えてございます。また中国でクルーズ商品を売

っている旅行会社。こういった方々も日本のクルーズを体験してもらって、中国の販売

の側からもやっていくということが大事かなというふうに思っております。 

 

～出入国審査の現状（外国クルーズ客船）～  

36 ページにもありますが、何よりもイミグレーションの入国管理の問題があります。

自然体でやりますと、さっき市長さんからボイジャー・オブ・ザ・シーズのお話があり

ましたが、あれは 3,000 人位の乗客がいますが、７、８万トン位の船で、大体 2,000
人位乗客がいるわけでございます。従って、この 2,000 人を普通にやると大体３時間程

度かかるというふうに経験的に見られています。従って、いかに入国審査を短くするか

ということが勝負になるわけです。詳細は時間の都合で省きますが、他の国の入国審査

というのは大変簡便でございまして、日本は正直にやるものですから、なかなか時間が

かかるわけですが、本当は抜本的な入国管理の規制緩和というか、手続きの迅速化とい

うのが望ましいわけでございますが、現実的にそれがすぐにできるということは、高望

みかなというふうにも思いますので、そこで 37 ページを見ていただくとわかりますよ

うに、今現在、法務省ともお話をし、法務省も問題意識を持って研究対応していただい

ておりますが、真ん中の辺りにございますように、海外臨船ということで、４、５人位

の入国審査官がチームを組んで、例えば上海に行くと。船の中で色々こういったイミグ

レーションなんかができるシステムのポータブルな機器を持って行って、それを使いな

がらやってくるということで、対応を 2,000 人以上のものについてはやっていただくと。 
そうでない船については、対応を臨時に応援部隊を出していただくというふうなこと

で対応しておりますが、更にこの６月から、先程申し上げた船の中での海外臨船の手続

きを簡略化するということを試験的に法務省のほうで始めていただいておりまして、端

的に言うと、顔写真を撮らないで指紋照合だけでするということで、手続きを簡単にし

ております。この結果、この間の神戸に９日、10 日と来ていただいたボイジャー・オ

ブ・ザ・シーズもそれほど混乱はなかったと聞いておりますが、これは原稿を作る段階

でそこまで把握できておりませんでした。最初にやったのが、６月中旬のレジェンド・

オブ・ザ・シーズです。これは８万トン弱の 2,000 人のコースでございますが、これを

大体 90 分程度で終わっているということで、これが定着していくと、少しは良くなる

のかなと思っております。 
 



●終わりに  

～来年からの予測～  

最後になりましたが、今後の予測でございます。先程来申し上げているように、ア

ジアクルーズは本当に増加し

ており、またこれからも増加す

ると思います。来年神戸に寄る

予定もございますが、来年の５

月からはカーニバルグループ

の中核、ブランドで言えば中位

かと思いますが、プリンセスク

ルーズが、ほとんど日本、とい

うとカボタージュという議論

が出てくるんですが、韓国ある

いは中国にも行く、日本の港も

回るとこういったクルーズを

既に発表しております。先般も

こちらの社長さんがお見えに

なって、色々抱負を述べておら

れましたが、この中に神戸に寄るケースも２本だったと思いますけれど、入っておりま

す。昼間の瀬戸内海を航行するということでございますので、瀬戸内海クルーズという

意味でも、とりわけ日本人に瀬戸内海クルーズに馴染んでもらうという上でも、かなり

興味のある商品だと思います。 
その他は、ロイヤルカリビアンは先程のボイジャー・オブ・ザ・シーズの運航グルー

プでございますが、ここがそのクラス、つまり 13 万トンクラスを、さらにボイジャー・

オブ・ザ・シーズに加えてもう１隻配船をしようかという動きがまたございます。いず

れにしても今後さらにたくさんの船、またさらに大型の船といった形で、クルーズ会社

がアジアに導入してくるだろうというふうに思います。その場合、残念ながらメインは

上海、あるいはせいぜい天津ということになりますが、その結果、釜山と九州はこれか

らも更に伸びていくだろうというふうに思われます。このところを如何に神戸の方まで

引っ張って来るかということが、正に課題でございまして、すぐ近くまで来ておるわけ

でございますから、全く来ないわけではないので、すぐ隣の家まで来ているので、もう

一軒こっちの家にも寄ってよということで、寄って来るかということが大変大事なとこ

ろかというふうに思います。 
さらにはもう 22 万トンクラス、現に世界で一番大きな船は 22 万トンクラスでござ

いますが、これがいずれまたアジアにも来るという噂もあるところでございます。とい

うことで、これからのパターンは、先程来申し上げたことの繰り返しになりますが、中

国をベースとして、あるいは台湾をベースとして、それぞれ九州、あるいは沖縄といっ

たところがこれから随分増えてくるというふうに思います。もう一方で、従って先程来

申し上げているように、それを如何に神戸、あるいは大阪へ引っ張って来るかというこ

とが大事かと思いますが、併せてこれも無視できないのは、やはり太平洋から来る従来

からあるパターンのコースでございまして、これからも色々調べてみますと、太平洋か

ら来るコースもまだまだ捨てられない、これからも結構な頻度で来ると思いますので、

この辺のところは、特に横浜との競争も含めてでございますけれども、神戸に如何に持



ってくるかということをやっていく必要があるかと思います。 
こういった点について、神戸については、先程来申し上げているように、とりわけ力

を入れて応援をしていきたいと思いますので、また今後何かございましたら、今日ご臨

席の方々と意見交換をしながら、しっかりクルーズ船の誘致についてはご協力していき

たいというふうに思っております。どうかよろしくお願い申し上げます。 
 ちょっと端折りましたが、時間をオーバーしまして大変申し訳ございませんでした。

どうもご静聴ありがとうございました。 
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